
2026-27 年度 大阪西ロータリークラブ会長方針 

 

｢互いを知ろう、 

そして声を掛け合い参加しよう｣ 

 

大阪西ロータリークラブ会長 

根本 竜司 

 

 このたび大阪西ロータリークラブ 2026-27 年度の会長を務めさせていただくこととなり

ました根本 竜司でございます。会員の皆様どうぞ一年間ご協力宜しくお願い致します。 

 本年度は創立 70 周年です。創立 70 周年の記念式典、IM 第 5 組ロータリーデーのホス

トクラブとして大きな二つのイベントを皆様と共に協力し合い、成功させたいと思ってお

りますので何卒宜しくお願い致します。 

 

１ 2026-27 年度 RI 会長テーマ 

「持続可能なインパクトを生み出そう」 

 

２ 本年度 2660 地区ガバナー横田 孝久氏（東大阪 RC）の活動スタンス 
 

 RI テーマを理解し、地域の特性に合った活動を通じてロータリーモーメントを感じ、そ

れぞれが「魅力ある・元気ある・個性ある」クラブになる事を目指します。 

 

３ 地区中期３ヶ年目標（2026-27～2028-29）  
 

１ より大きなインパクトをもたらす 

（前年踏襲型の活動を見直す） 

２ 参加者の基盤を広げる 

（YEC や RYLA など青少年プログラムの強化） 

３ 参加者の積極的なかかわりを促す。 

（クラブの垣根を越える会員同士の交流を図る） 

４ 適応力を高める。 

（全会員の「My Rotary」登録を活用） 

※ 2022-23～2026-27 と同じ 

今期、特に注力する事を（ ）に記入しました。 
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 ｢互いを知ろう、そして声を掛け合い参加しよう｣ 

RI テーマと横田ガバナーの方針を踏まえ、在会年数が 5 年以内、6～10 年、11～15

年、16 年以上の 4 つの区分の会員が互いに理解を深めることにより、コミュニケーション

が生まれ、共に奉仕活動に参加する事で、クラブが活性化すると考えております。 

この考えを各委員長と共有して、行動に落とし込み会員同士で一体感を醸成したいと考

えております。 

その結果、横田ガバナーの活動スタンスである「魅力ある・元気ある・個性ある」クラブ

に繋がり、一体感をもって創立 70 周年記念式典、IM 第 5 組ロータリーデー共に成功に導き

たいと想っております。 

 

5 本年度の行動指針 
 

・例会の会長の時間を使って新旧会員がお互いを知る為の短いコーナーを企画して話しま

す。 

・IM 第 5 組ロータリーデーのホストクラブとして、野村会員を実行委員長として準備を開

始しました。 

・70 周年に向けて、清水会員（60 周年会長）を実行委員長として、具体的な準備を開始

しました。 

・会員増強：70 周年で会員数を純増 10 名とし、退会防止に努めます。 

・Make Up 率向上：Make Up 訪問企画を継続して向上を目指します。 

・公共イメージ：My Rotary の登録率を向上します。 

 

以上を本年度のクラブ行動指針とします。 

 

 

会員の皆様、ご支援・ご協力の程、よろしくお願いいたします。 


